
大会結果報告書（総 合）
■ハンググライディングシリーズ大会　　　　　
☐公認大会
☐後援大会　
報告日：2020 年 1月 21 日
	大会名
	西富士ジャパンクラシック2020

	開催日
	2020 年 1月  11日～2020 年 1月  13日
	 3日間（休息日を除く）

	開催地
	静岡県富士宮市朝霧高原　西富士エリア


競技結果（※競技結果がない大会（体験会など）は記入不要）
	ｸﾗｽ
	順位
	氏　　名
	都道府県
	使 用 機 体
	得　　点

	総




合
	1
	田中元気
	大阪府
	COMBAT12.7
	1857

	
	2
	鈴木博司
	岐阜県
	ICARO2000 Laminar
	1839

	
	3
	鈴木由路
	東京都
	Moyes RX3.5 Pro
	1639

	
	4
	内藤崇裕
	静岡県
	Moyes RX3.5 Pro
	1617

	
	5
	砂間隆司
	愛知県
	COMBAT GT
	1524

	
	6
	鳥羽岳太
	茨城県
	T2C 136
	1485

	
女

子
	1
	櫻井さやか
	栃木県
	COMBAT
	731

	
	2
	野尻知里
	茨城県
	COMBAT
	658

	
	3
	鈴木あき子
	茨城県
	COMBAT
	626

	成立したフライト本数
	 2本

	エントリー人数
	 44人

	タスクコミッティ
	田中元気、内藤崇裕

	セーフティコミッティ
	鈴木由路、岡田伸弘、豊田良平



大会概要
	初日、3日目が成立、ゴール者多数の西富士らしいレースとなった。

	初日は好コンディションに比べ短めの44㎞タスク。若手のホープ名草選手が常時先頭集団で飛び、

	最後ランキング上位者を抑えトップゴールを決めた。

	3日目は69㎞のタスク。高度2000mから一斉にスタートするも、1往復した天子ヶ岳で名草選手含む数名の選手が

	低くなってしまい先頭集団から脱落。その後、鈴木博司選手、田中元気選手、鈴木由路選手が先頭を走り、

	田中元気選手がトップゴール。総合では田中元気選手が鈴木博司選手を36点あった差をひっくり返して、

	見事2回目の優勝を果たした。

	スポーツクラスは昨年優勝した大沼智選手が2本ゴールを決め2連覇。初参加の岡村選手は初日惜しくも

	ゴールに1㎞届かずランディング。3日目はトップゴールを決めるも2位に終わった。



	報告者
	氏名
	鈴木由路 　　                            
	団 体 名
	西富士ジャパンクラシック2020実行委員会

	
	ＴＥＬ
	090-6106-6466
	Email
	nishifuji.hanggliding@gmail.com
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